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植物研究雜誌 第二卷第一號 奎—九月 II 十日 


〇本誌第二卷ノ卷頭=懷ヲ述ブ 

神戶市 池 長 孟 

植物硏究雜誌第一一卷第一 號ノ卷 頭-一於テ謹ンデ皆樣ノ御健勝ヲ御祝ヒ申ス 機 會ヲ得マシ タノ ハ私身-ートリマシ 
テ誠-一幸甚一一存ズ，次第デ御座イマス牧野先生卜相識ッテョヲ鳴ヵザ，事旣-一一年有半此際聊力拙キ筆一一我思 
ノ程ヲ刻ミツケテ 御淸讀ヲ煩シ タイト 存ジマ'ス 

凡ソ果ノ生ズルガタメーーハ必ズ因アリ私ガ植物硏究所ノ事業-一志シタ，動機ヲ先ブ最初一一披瀝致シマセウ 
一度門戶ヲ開ヶバ踵ヲ接シテ相來 〆 者金又金、少シデモ金ヲ持ッテ生ルヽノハ寄附ヲ斷 〆 タメ-一生レテ來タヤ 
ウナモノデス勸誘者モ近頃ハ中々一筋繩デハユヵヌ御蔭デ斷 〆 方モ餘程巧ニナリマス其又寄附金ヲ要ス 〆 事業 
トイへ X 實一一愚劣極，モノデ有益事業-一名ヲ籍リテ却ッテ社會ヲ毒スルモノガ多イ然ルーー聲譽嚇々タグ連中ガ 
社會11及ス利害ヲモ考へズ實-一迫ラレテ- >' 溫々ナガラコンナ事二名ヲ列ネテ居 〆 ノハ心外デタマラナイ然シ 
私-ーシテモ社會ノ非難ヲ氣-1スル小心ナ正直ナ母ヲ痛マシムル-一忍ビナイノデ嫌々ナガラオ金ヲ貢ガネバナラ 
ヌ事モ出 來マ スコい デハナラ ヌ何力 纒ッタ事業 一一 資カヲ集注シタイ之ガ止ムヲ得ズシテ追ヒツメラレタ第ーノ 
到着點デアリマ5/夕 

古往今來 富豪 必シモ賢者二非ズ否手腕無キガタメニ却ッテ 時勢 ノ潮流二乘セラレ 餘儀 ナク黃金ヲ握ラサレテ其 
使用/途ヲスラ知ラヌ A ガ多イノデハア，マイヵ近時/我 富豪/ 行動ヲ見テ此クノ如キ疑ヲ起スハ獨リ私ノミ 

本讅第二卷ノ卷頭-一懐ヲ述ブ 











本 fl 第二卷ノ卷頭- 1 懷チ述ブ II _ 

デ、ノアリマスマイ馬鹿息子一一散財セシムルガ爲-1財ヲ吝ム者酒二害セラレ女ニフラレナガラ猶モ酒池肉林一一迷 
ヒ入ダ者道具屋一一煽テラレテ萬金ヲ役ジ牛ノ骨馬ノ糞ヲ握ッテ喜ブ者半面何事ヲナスニモ金錢ノ窮乏ヲ訴フグ 
我財界ノ半面ハ實二此ノ如キ銅臭紛々夕，モノデアリマス何故11彼等-*>砂上一一樓閣ヲ建設ス 〆 ノ愚ヨリ目醒メ 
テ永遠ノ名ヲ殘シ子孫-一眞ノ幸福ヲ致スノ道ヲ樹テザダヤ徒一一自動車ヲ驅リテ貧者ヲ羡マシム，事 ヲ避ケ 行人 
卜其一一樂マザダ.ヤ他人ノ書晝ヲ贬サンガタメーー 金權ヲ振リ廻ハサン ヨリハ 何ゾ退イ テ 野花ヲ採取5/眞/風流韻 
事-一親マザルャ喝〇且又近時有益事業二出資ス又モ次第-一數ヲ增シーグ來 〆 ャゥデスガ其レ等ノ人達モ何故今 
一毋進ンデ華ヲ去リ實二就クノ美ヲ致シーグハクレナイノデセクヵ滿天下/富豪-1一大猛省ヲ促シタイ之ガ第二 
-1 私ヲ捕へ夕心願デアジマシタ 

外國ノ事ハ 4 n フズ邦人ノ讀書 -1 對スグ趣味科學 -1 對ス 〆 慾求；極メテ貧弱ナヤゥ1一思ハレマス是レー而社會生 
活ノ缺陷デアリ他面アマ リー ー社會ヵラ隔ッタ學者ノ罪デモアリマセクガ然シ各人ノ心掛モ亦感心ガ出來マ セヌ 
モット學問ヲ尊崇シテ貰イタイ之ガ我胸-一浮ンダ望ノ第三點デアリマシタ 

學者ハ硏究-一忙殺サレテ金錢上ノ問題-一頭ヲ惱ス餘裕無ク實業家ハ金儲ケノ經綸，一焦慮シテ學問ノ蘊奧ヲ極ム 
ル閑暇ヲ得難ク學問卜金錢トヲー人デ同時二握グ事、ノトテ乇出來ナイ相談デアリマス然シ何事,ーモ先ダツモノ 
ハ金デ學問モ之ヲ活用セシムルタメーニ嫌デモ金錢ノカ-ースガラネバナラヌ乃チ富豪ガ學者-一資カヲ投ジテ智 
識一一光輝ヲ添へシムべキ設備所謂いんすちちゅ-とガ必要トナリマス然ル -1 日本ノ富豪卜學者卜/アマリーー水 
臭イ又學者相互間モ御互二助ヶ合、ヘス却ッテ反目シテ居ル傾ガアエセヌヵ此點二於テモ日本人ノ覺醒ヲ促シ 
タイ之ガ最後-1來ッタ願望デアリマシタ 

此クノ如キ徑路ヲ迎ッテ私ハーノ學術研究所ヲ起スべキ希望-一憧憬ス，ヤウ,ーナリマシタソレ. — シテモ民間-一 
於7- 旣二 見蟲- 1 ハ名和氏ガアル貝類-1ハ平瀨氏ガア，然ラバ今度、 ノ 植物ノ硏究所ヲ起スガ最適當デハアルマ イ 


















カト遙力前方,一當ッテ光明一點私ノ魂ヲ誘フガ如ク感ゼラレマシタ 

天我希望ヲ空クセズ偶然二毛我目前-一展開シテク•レタノガ大正五年十二月十八日ノ「大阪朝日新聞」デシタソ=1 
ニハ月給三十五圓ノ世界的植物學者ガ債鬼一一攻メラレテ苦ンデ居ラ 〆 ，事及ビ其ノ債務辨濟者-ーハ先生ガ三十 
年來命懸デ蒐集 セラ レタ標本ヲ全部讓渡ス，旨ヲ記シテアリマシタ私ハ且驚キ且喜ビ卓ヲ叩イテ雀躍シマシタ 
ガ偖改メテ手ヲ拱キマシタ 

私ハ貧書生-一過ギヌ双肩-一餘ル大ナ少責任ヲ負擔シテ果シテ成功ヲ期ス 〆 事ヲ得 〆 ヤ若シ失敗二終ッタ場合二 
ハ 私ノ笑ハレ 〆 事ハカマ、 ノヌ トシテモ私ノ誠意ガ却ッテ世間 rl 惡イ影響ヲ與へテハソンコツー大事デアグ之、ノ 
アキラメタ方ガヨカラク カ 否々貧書生デアレバ n ソー層世間/反省モ促スデアラク年末モ迫ッテ居，シ他人-1 
先鞭 ヲツケラレテ ハナ ラヌ 至誠天地ヲ貫ク 何ゾ 恐，ベ ケンヤト遂一 一意ヲ決シ テシ マッタ 

早速母ノ承諾ヲ得朝日新聞社ノ御世話-ーナッタ牧野先生卜交渉ヲ開始シマシタ債鬼一一追ハレテ先生ハ家-一居夕 
ヽマラズ私ガ東京へ立タントシテ居，所へ來神サレ7-突然私ノ家ヲ驚カサレマシタ他人一一先鞭ヲツケラレテ、ノ 
ナラ.ヌ何トイフ滑稽ナ言葉デセウアン程ノ新聞記事一一對シタスラ我ガ富豪ノー 人トシテ之一一指ヲ染ムル者無ク 
不遇ナル先生ヲ猶モ虐待ノ鞭ノ 下 一!放棄シテ見物シテ居タノデス最早躊躇スべキ時デハナイ私ハ值一一牧野先生 
卜御一緖一一東上シーグ債權者トモ話ヲツケココ- i 始メタ從來一面識乇無カッタ先生ノタメ-一私/專攻シテ居 〆 法 
律學私ノ趣味ヲ有ス，文學卜、ン御門違ヒノ植物學卜生涯ヲ共ニシナケレパナラヌ不可思議ナ因綠一一捉/レタノ 

デアリマス 

凡ソ事業ヲナスニ當ッテハ困難ヲ排シテ突キ進ムニ從ッテ大ナ 〆 興味ガ伴ッテ來ルニ違ヒアリマセヌガ私ノ事 
業モ其進行-ーツンテ亦實二種々ノ障碍ヲ起エネバナラナイノデアリマス 

先ブ第一-一資カガ足リマセヌ私ハ食フダケヨリハ幾ラカ餘分ノ收益ヲ生ズ火程ノ財產ヲ祖先カラ讓ラレマシタ 
本誌第二 卷ノ卷頭-1懷 ヲ述ブ 















本誌第二卷ノ卷頭-|篋ア述プ 

其財源ハタダ土地卜家屋/ミニ限ラレテ居，ノデ堅イ事ハ堅イノデスガ極メタ少額二留リマス如何-ーシーグ無限 
ナ，先生ノ學問上ノ大慾望ヲ充ス事ガ出來マセウヤ、カトイッテ土地ヤ家屋ヲ賣飛シーアマデモ此事業-一注グノ 
、ノ永久ノ策ヲ講ズル道デハ アリマ スマイ之ガ私-1取ッテ非常>1 ツライ 不本意二思フ所デ アリ マス加フ 〆 -1 今ヤ 
先生ノ負債償却ノタメ -1 未ダ恩借ノ全部ヲ完濟セ ザ 〆 內一一早 クモ 私/方ノ 他カ ラノ融通ガ嵩ミ マシタ 私ハ今コ 
ノ返濟一一氣ヲ揉ンデ居マス 

第二ニハ時間ガ有リマセヌ牧野先生 U 貫二今ノ世二得難イ神秘ナ，學者デアルト同時一一又學者トシテ是レ程ム 
ツカシイ性癖ヲ有セラ 〆 、方モアリマスマイ是レハ誰、 V モ親シク先生-一接近シタ方々デナケレバ分リニクイト 
思ヒマスー方甚ダ節約デア V カト思へパ他方甚ダ放逸デア 〆 一面非常-一義利堅イカト思へパ他面頗ル不義利デ 
アルアチラデ我儘ヲ押通シテ.居ラル、カト思へバコチラデハ極メテ柔順デア V 要ス，二先生ハ全身是レ矛盾吾 
人小人ノ到底端倪スべカラザダ不可解ノ人格ヲ有シテ居ランマス先生ハ從來植物學ノタメ—. V 隨分偉大ナル功 
績ヲ擧ゲラレマシタガ先生ノ是マデノ御事業ハ未ダ整理ガ出來テ居リマセヌ莫大ナ植物標本ノ如キモ今猶總テ 
新聞紙二挾ンダマ、ナノデ先生デナケレバ名稱ノ分ラナイノモ多ク此ノ儘デ過ギタナラバ天下ノ寶物モ反古一一 
等シイノデス先生モ最早ヨイオ歲ナノデ今後長壽ヲ保タレ r 日々一生懸命一一先生デナケレバ出來ナイ統一的ノ 
事業-一專心努カシテ戴クトシタ所デ先生ノ御生涯-一到底出來上ラナイノデアリマス先生モ此事-ーハ氣ガ付イテ 
才 '4 デナノデスガ然モアマリ綿密スギ 〆 頭腦卜學者トシテ/完璧慾ノタメ-一一寸シタ事-1デモ非常ナ時間ヲ費 
サレマス標本貼付デモ助手ヲ使フ事ハ絕對 -1 先生ノ御氣 -1 入ラナイノデス加之硏究ノ結果ヲ纒メグヨリモ先-一 
先-一進ム方ヲ好マレルノト御話シ相手ヲ撰バズシテ誰-ーデモ至極簡易 >1面會セラレ殊-一植物好ノ御客デモ見エ 
レバ夢中ニナッタ非常ナ時間ヲ過サレル事トナリマス私ハ此ノ大學者ノ智識ガ埋木ノ花眹ク事ナクテ終 〆 ノヲ 
甚ダ殘念一一思フノデ先生ヲ小サナ周圍カラ離シテ出來ルダケ豐富ナ時間ヲ先生ノ周圍 - I 纏綿サセタイト願ッテ 















( 5 ) 


號一第卷二第誌雜究硏物植 


居 マス. 

植物硏究雜誌/如キモ從來ハ原稿モ會計モ先生オー人デ取扱ツーグ居ラレ爾後費用ノ足ラザ 〆 分'ノ總テ私ノ方力 
ラ補ツテ居マシタノデ是亦甚シキ時間卜資カノ損失デシタ加之此通俗的二書カレタ眞價ノ貴イ雜誌ノ存在ヲス 
ラ未ダ知ラナイ人ガ多ク愛讀諸賢ノ極ーグ少イノヲ殘念 - 一思ヒ之ヲ單-一專門的ニノミナラズ家庭的一一乇擴メタイ 
卜望ミナガラ乇先生ノ用務ヲ繁多ナラ i / メザランガ爲ニタ V '手ヲ束ネテ先生ノ御心-一御住セシテ置クヨリ外一一 
道ガアリマセヌデシタガ今度 愈ミ 先生ヵラ進ンデ手腕卜信用トヲ併有ス，合資會社帝 國駒場 農園社長田中貢一 
君-一本誌ノ會計事務ヲー任ス 〆 事一ーシテ下スツタノデコヽ-一本誌ノ基礎ハ大磐石ノ堅キニ至リマシタ猶先生モ 
御多忙ナノデスガ雜誌ハ今後モ引續キ發行シテ戴ク豫定デ居リマス就ーグハ今後ハ皆樣ノ御力ニヨリ益々學界ノ 
爲メーー大二此雜誌ノ領域ヲ擴メタイト思ヒマス何卒御盡力下サンテ同好/諸氏>1御購讀ノ程ヲ御勸誘下サダヤ 
ゥ偏一一御依賴申シマス猶私ハ前申ス通リー寒/貧書生ナノデ只今經濟上-ーモ大二苦イ立場ニアリマスノデメヵ 
ラ雜誌代乇何卒義俠的寄附的-!御送付ノ程伏テ御願申上マス猶々集ツタ雜誌代ハ全然研究所ノ費用卜切離シー7" 
特別會計トナシ收益ガ生ズル -1 至レ XE -1 雜誌ノ改良ヲ圖リタイト思ツテ居マスノデ此點モ亦豫メ御承知置キ 
下サレ度一寸此 -1 附言シテ置キマス 

顧レバ私ノ擧ガー度新聞紙上-一發表セラ，ヽヤ各地方ノ未知ノ方クヨリ御懇篤ナ，御推賞ノ書狀ヲ賜リマシテ 
扞顏ノ至-一存ジマシタガ私ノ甚ダ愉快トスル所- >' 我周圍二/精神的ノ方々ノミガ居ラレル事デアリマス利益ヲ 
以テ集ル人ノ絕無ナ 〆 事デアリマス我雜誌二對シテモ貧寒ナ V 力故一一御芳志一一御報イス 〆 事スラ能ハザ 〆 -ーソ 
ンナ事ニハ御頓着モナク續々金言玉條ヲ御寄稿下サレ感謝ノ至リニ堪へマセヌ . 

先生モ亦私ノ爲 -1 ハ誠心誠意熱血ヲ注イデ下サイマス永續シナイ事ヲ心配セラレタ雑誌モ目出度ク第一卷ノ終 
局ヲ結ビマシタ又一枚宛眺メテ居テモ趣味律々トシ7-盡キザル標本モ最早多數貼付ガ出來マシク長イ月日ガヵ 

本誌第二卷ノ卷頭-一懷ヲ述ブ 
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ケラレタ ダケアッテ ソノ ー枚每一一不滅ナル先生 ノ人 格ガ活躍シ テ 居 マス 


此立派ナ標本ヲ飾リツケタ御高覽-一備フべキ*0ヲ思フ每二血ハ湧キ肉ハ躍 〆 ノデアリマス父ガ生前小學校ノ講 
堂ヲ區カラ讓ツテ戴ィテ建造シク正元館モ會下山公園-一兵庫ノ市街ヲ見下シナガラ開館ノ日ヲ待チ顏一一控 H テ 
居マス 

硏究所ヲ早ク植物博物館ニシタイトカ實用植物ノ硏究ヲモ遂ゲテ實生活-1利シタイトカ先カラ先へ希望二追、ノ 
レナガラ又兵役服務ノ爲一一心急ガレナガラ日々努カハシテモ不肖ニシテカ及パズ熱烈ナダ先生ャ同好諸賢ノ御 
心-一副フコトヲ得ナイノハ誠一一申譯モ無イ次第デ御座イマスガ幸二微カナ，私ヲ御見捨無ク手ヲ持チ足ヲ取リ 
ソへテ何卒幾久シク御援助ノ程ヲクレグレモ宜シク御賴ミ申シマス 


〇日本植物學界ノ世界二於ケル地位(承前) 


牧野富太郞 


其頃ノ矢田部博士 ノ講義/全然英語デアツタ今日 デ ハ日本語デヤル樣ニナツテ居，ガ然シ其中ノ術語ハ主トシ 
テ獨逸語ヲ用キテ居ル矢田部博士 ノ在職中卒業生等ガ獨逸ヲ目ガヶテ留學シ歸ツテカラ獨逸語ヲ使用スル樣一一 
ナ リソシテ 其 レ ガ追々一一進ンデ 行 キ今 デ、 ン雜誌 デモ 書籍 デモ 獨逸語ノモノガ隨分多ク使用 セラレテ 居 〆 是ン、ノ 
勿論徒-一獨逸ヲ崇拜シ ーグヤ ツタ事デ、ノナク獨逸 ハ 學者モ多ク學問モ進歩シテ居リ且植物一一關スル書物ヤ雜誌ノ 
數モ多イカラ自然-一此ンナ勢ガ馴致 セラレ タノデア，英國-ーモ 佛國ニ モ無論ヨイ雜誌ヤ書物ガ決シテ無イコト 
、ノ無イガ ド-シテモ 獨逸ノ方ガヨリ多イノデアル英國デ ハ 其獨逸書ノ中 デ最 優秀 ナモ ノヲ英文一一飜譯シテ出版 
シー グ居 〆 モノガ少クナイガ此等ノ書物 •力 續々英文-一譯セ ラレタ 所ヲ以テ見テモ其原著ガ如何-一良書 デ アルコト 




















